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桐生市立中央中学校
教諭 髙野 司

令和7年度
外部講師を活用したがん教育等
現代的な健康課題理解増進事業

１．本校のがん教育の目標
２．本校の生徒の実態
３．授業実践
４．外部講師の活用
５．成果と課題

発表の内容 １ がん教育の目的
がんは日本人の死亡原因として最も多く、生涯のうち国

民の二人に一人はがんに罹患する可能性がある。政府が策
定したがん対策基本計画においても、子どもに対し健康と
命の大切さや自己管理、がんに対する正しい知識とがん罹
患に対する正しい理解ができるように教育することを目指
し、学校教育の中でがん教育を実践することが求められて
いる。また、群馬県が定めているがん教育の考え方の中で
は、学校医やがんの専門医などの外部講師の参加・協力を
推進しており、生涯にわたっての健康の保持増進を目的と
している。
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そう思う ７９％

どちらかといえばそう思う２１％ どちらかといえばそう思う２０％

そう思う ８０％

正しい ９６％

誤り ４％

正しい １００％
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（既習事項の確認） （事前に取った生活リズムチェックのクラスデータを確認）
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（事前に取った生活リズムチェックのクラスデータを確認） （各自の生活課題を考え、原因と解決策をワークシートに記入）

（各自の生活課題を考え、原因と解決策をワークシートに記入）

・〇〇〇〇〇〇〇

・〇〇〇〇〇〇〇
・〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇

・〇〇〇〇〇〇〇

解決策の見直し

（グループでの話合いをもとに、解決策を見直す）
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話合いの様子
（グループでの話合いをもとに、解決策を見直す）

（グループでの話合いをもとに、解決策を見直す） （めあてに対する振り返りを行い、今後の生活について考えた。）
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（がん検診の必要性について養護教諭より説明）
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ご清聴ありがとうございました。
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